
概要版第2次阿波市地域福祉計画

阿波市

地域のきずなで地域のきずなで
平成29年度～平成33年度

平成29年3月

咲かそう咲かそう
笑顔の花笑顔の花

みんなで支え合い築く地域福祉
快適で安心が実感できるまち・阿波

計画の基本理念

　阿波市では、第1次阿波市地域福祉計画において「みんなで支え合い築く地域福祉　快適で安心が実感で
きるまち・阿波」を基本理念に掲げ、地域の中で、住民、ボランティア団体、行政等が協力して、互いに支え合
いながら、地域福祉の仕組みや基盤づくりを進め、人々が住み慣れた地域で快適に安心して暮らせるまちづ
くりを進めてきました。
　第2次計画となる本計画においても、住民や各種団体、社会福祉協議会、行政等のさらなる協力・連携体制
の強化を図り、地域全体、また市全体が一体となって、みんなの支え合いによる地域福祉を推進し、本市に住
む誰もが、快適さと安心を実感した生活が送れるよう、第1次計画の基本理念を引き継ぐものとします。

　本計画は、県の『とくしま“福祉のきずな”サポートプラン～徳島県地域福祉支援計画～＜第2期＞』及び、
市の最上位計画である『第2次阿波市総合計画』と整合を図りながら、地域福祉を総合的に推進する理念を
定め、より具体的にまちづくりについての方向性を示すものです。
　また、「介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画（第6期）」「障がい者計画（第2次）・障がい福祉計画（第4
期）」「子ども・子育て支援事業計画」「健康増進計画・食育推進計画」等の既存の福祉関係計画を内包する計
画とするとともに、社会福祉協議会策定の『地域福祉活動計画』と連携を図りながら、地域福祉の観点から市
民のよりよい生活支援を行います。
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第2次阿波市地域福祉計画（本計画）の位置づけ

　本計画の期間は、平成29年度から平成33年度までの5年間とします。
　尚、計画期間中であっても、様々な状況の変化により見直しの必要性が生じた場合は、適宜見直しを行い
ます。

本計画の期間

　地域福祉を推進するためには、地域住民や団
体、事業所、関係機関等と目的を共有し、積極的
な協働を進めることが重要になります。
　そのためには、それぞれの主体的な取り組み
を充実させつつ、それを地域全体に働きかけて
いく仕組みづくりが必要になってきます。自助・
共助を推進するとともに、見守りサポーター等に
よる住民主体の見守り体制を地域で構築し、地
域福祉計画を推進していきます。

計画の推進に向けて
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　福祉は与えられるものといったように、「支え手側」と「受け手側」に分かれるのではなく、地域のあらゆる
住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、福祉等の公的サービ
スと協働して助け合いながら暮らすことのできる「地域共生社会」実現のため、①②の視点を踏まえ、本計画
を策定するものとします。

地域福祉の展開地域福祉の展開
計画の重要視点

計画の推進

①地域における住民の交流や生きがいづくりの促進
②より活発な地域活動のための活動支援の促進

　地域における福祉活動の活性化のため、福祉教育の充実を図るとともに、活動の担い手の育成や
各種活動団体の支援等を行い、お互いに助け合い、支え合う地域づくりに努めます。

地域福祉活動に対する支援の充実【重要視点②】2

①学校教育における福祉教育・ボランティア学習の充実
②生涯学習における福祉教育・ボランティア学習の推進
③人権や男女共同参画に関する啓発の推進
④地域支援事業等による人材育成の推進（再掲）

3．福祉教育・ボランティア学習の充実

①ボランティア活動の啓発
②ボランティアに関する広報活動の充実2．地域福祉の啓発・広報活動の充実

①各種団体の支援と連携強化
②NPOや住民活動団体の創設支援4．各種団体等の活動支援

①ボランティアの育成支援
②アクティブ・シニアへの働きかけ
③地域支援事業等による人材育成の推進

1．地域福祉活動の担い手の育成

①地域交流拠点づくりの推進
②意見交換会（座談会）の開催の検討
③地域交流拠点同士の連携の推進

2．交流の場づくり・仕組みづくりの推進

　地域における住民相互の支え合い・助け合いによる福祉推進のため、地域ぐるみで福祉活動を進
めていけるよう、その体制づくりと気運の醸成に努めます。

地域の支え合いによる福祉活動の推進【重要視点①】1

①地域への関心の高揚
②住民が参加しやすい環境づくり1．地域活動への参加促進

①公共交通の充実
②移動支援事業等の充実3．外出・移動支援の充実

①健康づくりの充実
②生きがいづくりの推進
③阿波市文化祭等の充実

4．健康づくり・生きがいづくりを通じた地域力の育成

　住民が住み慣れた地域で安全に、安心して生活が送れるよう、地域の防災・防犯機能の強化を図る
とともに、すべての市民の権利が尊重され、誰もが暮らしやすいユニバーサルデザインのまちづくり
に努めます。

安全・安心な地域づくりの推進4

①避難行動要支援者名簿の作成及び個別計画の策定
②避難行動要支援者支援ネットワークの整備
③福祉避難所の設置

3．地域における防災・防犯機能の強化

①ユニバーサルデザインのまちづくりの推進
②既存の公共施設等におけるバリアフリーの推進4．ユニバーサルデザインの推進

①日常生活自立支援事業の推進
②成年後見制度の充実
③人権侵害への対応の推進

1．権利擁護体制の強化

　福祉サービスを必要とする人が、必要なサービスを円滑に受けられるように、サービス内容と提供
体制の充実を図るとともに、サービスの適切な利用を促進します。

福祉サービスの充実と適切な利用の促進3

①地域包括ケアシステムの強化
②関係機関との連携による取り組みの推進1．支援をつなぐコーディネートの仕組みづくり

①福祉サービスの提供体制の確保・充実
②情報発信・情報提供の充実3．福祉サービスの質の向上と利用支援

①相談窓口の周知と体制の拡充
②総合的な相談窓口の整備2．総合的な相談支援の充実

①地域での見守りネットワークづくり
②制度の狭間にいる人に対する横断的な支援
③在宅介護者への支援の充実

2．要配慮者の把握と支援体制の強化

①経済的支援の推進
②就労支援対策の充実
③ひきこもり対応の充実

4．自立支援活動の推進
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